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　第84 回研究大会は 、2010年 12月 4 日 （土）と 5

日 （日）に長津一史 （東洋大学）を大会準備委員長

として 東洋大学白山 キ ャ ン パ ス にて 開催 された 。 1

日 団は自由研究発表 （2会場）および特別講演、第 8

回東南ア ジア 史学会賞受賞式が行われ、2 日目は 「災

害か らみえるもの一2004 年ス マ トラ沖地震 ・津波が

タイ南部沿岸に与えた長期的影響」、「11世紀の ア ン

コ
ー

ル 再考 L一碑文 ・バ ライ
・
都市構造か ら」 の 2 っ

の パ ネル と、 統
一

シ ン ポ ジ ウム 「口本 の なか の 東南

ア ジアー滞日ニ ュ
ーカ マ ーを中心 に」 が行われた 。

プ ロ グラ ム

12 月 4 日　（土）

gmwf　 xee 　 za
民劃 び刮

」

ゆ森林開発と農民の」」盤 イ ン ドネシ ア東カ

　リマ ン タ ン州における油ヤシ農園拡大の己親列を中心

　に ・・・・・・・・・…　 浦野真理子 q腥学園大学）

1950年代の イン ドネシアにおける高等教育とダッ ワ活動一

　ア ブ ドゥル ・カノy レ ・ムザ ッ キル （1907−1SU3＞に焦 点

　をあで て 一 ・・・・・・…　 中田有紀 棟洋大勃

ジャ カル タの ベ チャ ひき達」 1988年と1998隼 そして

2010 年フ融 ち ・…　 東佳史 嵌城鴬

グロ → 凱 経済 ・南シ i海交易の なカの 「弓錦 鯑 1度」

一東南アジア を周辺 他ずるものは徊力、・・・・・・…

・・・・・・・・・・・・・…　 大橋厚子 （名古屋爛

自由研究発表 ・
」二 会場

ラオス ・
ランサンヨ矧 可政文書か ら見た政1苻と地方国の関

係に つ い て一地方国の領域画定に係る王命を手懸り

　に
・・・・・・・・…　 増原善之 （京都大学・研究鋤

清輯 i擲 謁らみた第二次シ ャムービル マ 戦役下におけるト

　ンブリー塒状の華人 ・・…　 曜・・…　 増田え りか

幗 ・ミャ ン檀マ
ー
モ轍 ）fム鰕 幾と宗麟 一徹

　タイ旗 Z）事例か ら・・
’
・・小島敬裕 囃 鷺大学 ・研艘

黎朝期以前のホ アン キエ ム 微高地
・・・…　 桜井由躬雄

鏤
エ ビ特ナマ コ の こ と一海 と島の東 イン ドネシア を歩い て」

　 ・・・・・・・・・・・・…　 村雌吉敬 （早稲VEVc￥）

12 月　5　日　（日）
パ ネル 1 「災 室 か らみ え る　 の一2004 加

ス マ トラ

一
趣皆説朋 ・・・・・・…　 鈴木佑記 （上智大学・研究員）

興甕する民間鬪孵 タイ南剖購 災地の宗鑼 こみる

　ス マ トラ沖地震 ・津波の辰期的影響・・・・・・・…

　 ・・・・…　　 。君マ可久志　WWWth 館 ・研殖

観光産業と屈評災害L ス マ トラ沖蚪嬢 ・津波後の プL ケッ

　ト屈主日本κ社会における不確封生とリス ク・・・…　 。・

　・・・・・・・・…　 市野 畢瀾平 （蝉 亮女子大勃

二っ 7拶臘 際瓢 モーケンが纏険したス マ トラ沖

　地震・津波をめぐる出来事 こ注目して ・・・・・…

　．　。　．　．．　．．　．　畠　．．　。鈴刺 右言己　（上群 石゚隰

パ ネ ル 2 「11 世紀 の ア ン コ
ー

ル 再考一碑文 ・バ

ラ イ ・都市構 造 か ら

趣旨調明・・…　 田畑幸嗣 （上 ff　 学 ・夛鹹勦 溝師）

デーヴァ ラ
ージャ 崇拝と嬲 塾 ア ン コ

ー
ッ旧 弖権概念の変

容・・・・・・…　 松浦史明 （上智大学・糊 1駅究鋤

バ ライ造営目白《か らみたアン コ
・
ツ レの 史的変容・・・…

　…　 一 ・・佐藤恵子 （口本学術振興会・糊 覇究員）

カンボジア
，

コ
ー・ケー遺跡群鰭 騰 造六近年の躑冓実

測斑査をもとに ・・…　 佐藤桂 （早稲田大学・
研究員）

統一シ ン ポ ジ ウム 「日本 の なか の東南ア ジ アー

滞 日ニ ュ
ーカ マ

ー
を中 心 に 」

趣旨説閉 ・・・・・・・・・・・…　 加藤剛 朧谷大詢

口本の漁業を支えるイン ドネシア人 …　 一 ・・・・…

　…　　 。・・・・・…　　 。・奥謙 　呼申田タ緜 蟐

在日ベ トナ ム人の 釦 年 ・・・…　 川越道子 け販 大学）

永崖ブ イ リピン大 女陸の 生括世界・・一■。一一・一■一・…

　・・・・・・・・・・…　 高畑幸 脚覇 院襟 ）

新宿・オオクボにみるく東南アジア 〉の変容・一・・・…

　 ・・・・・・・・・・・・…　 稲葉佳子 蘚蟷

〈自由研究発表要旨〉

民主化時代の 森林開発 と農民の 土地権一イン ド

ネシ ア東カ リマ ン タ ン 州にお ける油ヤ シ農園

拡大 の 事例を中心に

　　　　　　　　浦野真理子 （北E 学園大学）

　ア ジ ア や ア フ リカ の 発展途 上 国で 民 主 化 と

地 方分権化 が 進展 し、農村共 同体 の 土地 ・資源

に対す る慣習的な権利 を認 め る動き が 強ま っ て

い る。世界銀行 な どの 国際機 関も こ う し た動 き

を支持 する土 地政策に転換 し始めた。イ ン ドネ
シ ア で も過去 10 年以上 に わた り民主化 と地方

分権化が 進展 し、森林地域住民 の 土地 に対す る

慣習 的な権利 を認 め る地 方条例 の 実現や、法令

に至 らな い ま で も行政 的措置 が とられ るな どの

事例がみ られる 。 し か し こ うした政策 が、有力

者に よる資源処分に 関す る独 占的な決定や、あ

と か ら 移住 し て きた住 民 の 土地 ・資源 利用 か ら

の 排斥や民族間の 対立 を引き起こ し 、結果 的に

地域住 民 の 権利強化 と福祉 の 向上 に つ な が ら な

い 事例 も多 く見 られ る。

　 こ の発表 は 、2008 年一2010 年の 間、数週 間

ず つ 5 回 に わ た りイ ン ドネシ ア東カ リマ ン タ ン

州東 クタイ県の 2 つ の集落で 行 っ たイン タ ビ ュ
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と参 与観察に も とつ く。木材伐採に 代わ り大

規模 な油ヤ シ農困が急激 に拡大 し て い る同地域

を事例 と し、民主化 と地方分権化 の 動 きが 、農

村共同体の 慣習的な土地 と資源利 用 へ の 権利 に

どの よ うな影響 を与 え て い る の か を検討す る 。

また こ の 結果 を踏まえ、森林地域農民の 土 地権

を強化するた め どの ような方策が必 要か を、他

の 国 々 の 事例に関す る研究文献を用 い 検討する 。

　東 ク タイ 県の ダヤ ク農民た ち は 、伝統的な焼

畑農業に 加え、現金収入増大の ため過去 10 年

以 上に わ た っ て コ コ ア や ゴ ム な ど小 規模換金作

物栽培 を家族単位で行 い 、土地 に対する権利意

識 を高め て き た。調 査 地 の ダヤ ク農民 は 土地権

の 強化 の た め個人 と し て 農地 の 登記 を行 うこ と

に 関心 が あるが 澄 記 に成功 した 例 は まだな い 。
・一方、県政府は歳入 の 増加を狙 い 積極的に 油 ヤ

シ農園 を誘致 して きた が、集落地域 に進 出 し て

きた油ヤ シ 農園企 業は適切な住民参加 を実規せ

ず住民の 不信 と土地利用 をめ ぐる紛争を招 い て

い る 。

　 民主化が進む イ ン ドネシ ア 全域 で 、慣習的 リ

ーダーが 、共同体の 士地 と資源 の 利用 と管理 に

つ い て、外 部 の 資源 開発 企業や事業主 との 交 渉

役 とな る例が多 くみ られ る 。 しか し、こ うし た

慣習的 り　一一ダーの 役割が共同体構成員の 土地権

の 強化や持続的な現金収入 の 増加 、そ して構成

員 の 公 正 な合意 にも とつ く意 思決 定を達成す る

形 で 機能 す るかは 、 共同体社 会 の 状況 に よ り
一

定 で は な い
。 研究対象 の 地域で は リ

ー
ダ
ー

が森

林伐採企 業 と癒着関係 に あ り住民 の ±地 と森林

資源 の 管理 能力 を 弱 め る ケ ース が 見 られ た 。

　 こ の 事例は、共同体 の 慣習的士地権を認 め る

に あた り、慣 習的 リ
ーダー

を外部 との 交 渉の エ

ージ ェ ン トとす る 方法 の 限界を示 して い る。個

人 に よる土地登記に は 、登記に要する費用 と土

地喪失 の リス クが あ り、共同体 の 慣習的土地所

有が政策 的 に尊重 され る こ とは 、住 民 の 土地利

用権の 強化 を図る うえ で 重要で ある。 しか し こ

う した 政策を構築する 際、 ヒ地 と資源 の 利 用や

処 分に関 し て共 同休構成員の 合意を得 る方 法や 、

現地 の 慣 習を尊重す る程度 な どに関 し
、 各 地域

の 状況をきめ細 か に反映するこ とが必要で ある。

1950 年代 の イ ン ドネシ アにお け る高等教育 と

ダ ッ ワ 活 動一ア ブ ドゥル ・カ ハ ル ・ム ザ ッ キ ル

（1907−1973）に焦点 を あて て

　　 　　 　　　 　　 　　 中 田 有 紀 （東 洋大学 ）

　イ ン ドネ シ ア にお い て 、大学 生 た ち に よ る モ

ス ク を拠 点 と し た さまざまな ダ ッ ワ 活 動 が 展 開

され る よ うに な っ た の は 、1970 年代以 降 の こ と

で あ り、祉会的に も大 きなイ ン パ ク トを与 え て

きた 。 しか し、大学生 たちが展開す るダ ッ ワ活

動が 、独 立後 の 高等教育 の 設立 ・発展 とどの よ

うに 関係 して い る の か に つ い て は、こ れ ま で に

十分に 検討 されて こ なか っ た。

　本発表で は、1950 年代 の ジ ョ グジ ャ カ ル タに

お い て 、 ア ブ ド ゥ ル ・カ ハ ル ・ム ザ ッ キ ル

（1907・1973）が従 事し た高等教育 とダ ッ ワ 活

動 の 実態を明 らか に し、そ の 取 り組 みが 、 そ の

後 の イ ン ドネ シ ア の 高等教育 とダ ッ ワ活動の 展

開に どの よ うに 関わ っ て い る の か に つ い て 考察

する こ とを目的とする。

　ア ブ ドゥル
・カ ハ ル ・ムザ ッ キ ル （1907 −1973 ）

は 、 イ ン ドネ シ ア 建 国時 の 憲法 草案 の 作成に関

わ るな ど、国家形成 に 貢献 した指 導者 の ひ と り

と して 知 られ て い る （Boland1970 、小林 2008

他）。 20 世紀初め の エ ジプ ト留学中は 、ム ス リ

ム 間 の ネ ッ トワーク 形成に尽 力し、帰国後 も、

国際的な会合 には欠か せ ない 人物の ひ と りだ っ

た．政治権力 へ の 関心 よ りもむ しろ、宗 教教育

とダ ッ ワ 活動 に熱心な人物だ っ た とされる

（Nakamura1977 ）が 、彼 が 実際に従事した 教

育 とダ ッ ワ活 動 に つ い て は、こ れ ま で 詳細 に検

討 され て い ない
。

　 ア ブ ドゥル ・カ ハ ル ・ム ザ ッ キル は、1945

年に創設 され たイス ラ
ーム 高等学校 （STI ：

Sekolah　Tinggi　lslam）お よび 、そ の 後身で あ

る私 立 イ ン ドネシ ア ・イ ス ラ
ーム 大 学 （UII二

Universitas　lslam　Indonesia）の 学長 を 、
1960

年ま で 務め た人物 で あ る 。 他 方で 、1952 年に創
設 され た シ ュ ハ ダ ・モ ス ク の 組織運営や活動 に

も閧わ り、ジ ョ グジ ャ カ ル タ市内 の 若者た ちが、

ダ ッ ワ 活動を展開す る機会を支 えた 、

　 本研究 は、UI1お よび シ ュ ハ ダ ・モ ス クの 創

設 とそ の 活動に関する資料や イ ン タ ビ ュ
ー調査

をも とに、ア ブ ドゥ ル ・カ ノ〉 レ・ム ザ ヅ キ ル は 、
1950 年代 の イ ン ドネシ ア ・ジ ョ グジ ャ カ ル タ に

お い て 、 1 ） UII の 学長 と し て の イ ニ シ ア テ ィ

ブを発揮 し、宗 教 と
一

般 （非宗教） の 学間 の 機

会を提 供す る とともに、大学教育 の 前の 準備 教

育を通 して 、イ ス ラーム 学校出身 者 の た め の 高

等教 育の 機会拡 大 に 努 め た こ と、ま た 、 2 ） シ

ュ ハ ダ ・モ ス ク で の 活動の 組織運 営に 関わ り、

都市部で 生活する学生た ちが、同 モ ス クを拠点

とする教育お よび ダ ッ ワ 活動 を展 開す る機 会 を

支えた こ とを明 らか に す る 。

　 UII お よび シ ュ ハ ダ ・モ ス クは、そ の 後 の イ

ン ドネシ ア の 高等教育 とダ ッ ワ 活動 の 発 展 に お

い て 、中心的な役割を担 っ たわ け で はな い 。特

定 の 組織 や教育機 関 を拠 点 と す る の で は な く、
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